
AldousHuxleyに お け る悲 劇 と誠 刺

桑 原 加 代 子

AldousHuxleyの 作 品 の特徴 は,彼 の示す 皮 肉 と._,.に あふ れた鋭 い調刺 にあ る とい
f1)

うのが,ほ とん どの批 評家 の一 致 した意 見 であ る。 では何 故同 じよ うに皮 肉,調 刺を含 ん

で い るSophoclesのKingO6読1り π∫や,ShakespeareのOthello,Macbeth等 は,課

刺 作品 ではな く悲劇 作 品 と呼ば れて い るのであ ろ うか。例 えば,自 らの出生 の秘 密 を知 り

両 目に刃を突 き立 てたOedipusや,愛 妻Desdemonaを 自らの手 にか け,犯 した過 ちに

気付 き自殺 したOthello,あ るい は,魔 女 の予言 が全 て二枚 舌 の罠で あ った ことを知 り非

業 の死 を遂 げ たMacbethに 接 した時,読 者 はOedipus,Othello,Macbethら を悲 劇

の英雄 とみ な しそ の作 品が偉大 な悲劇 作品 であ る と感 じるので あ る。Oedipus,Macbeth,

Othe110と い った英雄 たち は,苦 悩 と死 とい うの っぴ きな らない状況 に直面 し苛 酷 な運 命

と力 の及ぶ 限 り戦 ってい るので あ る。 一方,Huxleyの 描 く人物 の中に も苦 しみ,絶 望 し,

つ いには 自 ら命 を絶 ち,英 雄 ら し く振舞 って い るものがい る。 しか しなが ら,彼 らは読 者

の 目にぱ悲劇 の英雄 とは 写 らず,そ の作 品に対 して も悲 劇作品 とい う評 価は下 され てい な

い。そ こで,本 稿 ではHuxleyの 調 刺の筆 が極 めて辛辣 で あ ると一 般的 に 言われ てい る
(2)

初期 の短編"SirHercules"(1921)及 び,未 来小説Brat,eNewWorld(1937)の 二作

品 を取 り上 げ,一 見悲 劇 の英雄 の よ うに見 え る登場 人物 の行動,言 葉 に焦 点 を お い て,

Huxleyの 作品 が何故悲 劇作品 では な く調刺f乍品 と呼ばれ てい るのかを分析 して い くこ と

にす る。

最初 に取 り上 げ るのは,極 めて短 いがHuxleyが 調 則作家 として 第一・歩 を 踏 み 出 した
く　

と高 く評価 され てい る"SirHercules"で あ る。 貴族 と して申 し分 の ない教 養を身 につけ,

あ くまで英雄 ら し く振舞 お うとす るこの物語 の主 人公SirHerculesを,Huxleyは 悲劇

の英雄 として扱 って いな い。
く　　

まず,Hercules(ハ ー キ ュ リー ズ)と い う名 前 の つ け方 に 注 目す る 必 要 が あ る。"Sir

Hercules"は,身 長 わず か3フ ィ ー ト4イ ンチ 足 らず のf朱 儒 に 生 まれ た一 人 の貴 族 の 物 語

で あ る。 こ の1儒 に,Huxleyは,ギ リシ ア神 話最 大 の英 雄Hercules(ヘ ラ ク レス)の

し　き

名 をつ けて い る。そ して,ハ ーキ ュ リーズが英雄 ヘ ラ クレス とは似て も似 つか ぬ体形 の持

ち主 であ る事 を,常 に読 者 に印象づ け る事 をHuxleyは,決 して 忘 れ てはいな い。 例 え
(6)

ば,"abortion"(C-Y,p.67),"deformity"(C-Y,p.70)と い うf朱儒 を 暗 示 す る言 葉 か
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ら"pygmy"(C-y,P.67),"dwarf"(C-Y,P.68)と い った 直 接 的 な も の ま で様 々な 言

い方 で,ハ ー キ ュ リー ズを 形 容 した り,あ る い は,"smallnessofhishands"(C-Y,

(7)

p.68)と ハーキ ュ リーズの体形 を皮 肉な調子 で描 いて い る。 この よ うに,「 ハーキ ュリー

ズ」 とい う名前 に,Huxleyの 主人公 に対す る扱い方が端 的 に示 されてい る と言 えよ う。

ハ ーキxリ ーズは,Huxleyに とって椰楡 の対 象 なのであ る。

先 に述べ た 「ハーキ ュ リーズ」 とい う名前 のつけ方 に劣 らず,ハ ーキ ュ リー ズが調刺 の

対 象に な ってい る事 を示 すあ る出来事が,彼 の身 に起 こるのであ る。それ は,息 子Ferdi-

nandoが 連れ帰 った檸猛 なマ ステ ィフ犬 が,妻 に危害 を加 え よ うとした事件 で ある。 ハ

ー キ ュ リー ズは ,妻 に襲 いかか った犬を相手 に戦い,間 一 髪 の ところでや っつ け てい る。

.SirHerculesdrawnhisswordandstabbedtheanimaltotheheart.

Soawe-inspiringwasthespectacleofSirHerculesstandingwithonefoot

onthecarcassofthegiganticdog,hissworddrawnandstillbloody,so

commandingwerehisvoice,hisgestures,andtheexpressionofhisface,that

Ferdinandoslunkoutoftheroominterror{C-Y,p.74)

読 者 は,こ の引用 した場面か ら次の二点 に気付 く。 まず 第一一に,こ の ハーキ ュ リーズの犬

相 手 の戦 いは英雄 ヘ ラ クレスの有 名 なライ オン退治 の逸 話を思 い出 させ,さ らにそ の様 子

は,ヘ ラ ク レスの勇 敢な戦 いぶ りを連想 させ る。第二 は,ハ ーキ ュ リーズが召使 いを始 め

家 の中 の家具そ の他一 切 を,自 分のサ イ ズに合 わせ て作 り直 していた とい うこ とであ る。

この事か ら,恐 らく犬 を相手 に彼 が使 った剣 も,彼 の体 に合 った寸法で あった と判断 して

も差 しつ か えないであろ う。以 上の二点 を念頭 に入れ て今一度 そ の光景 を頭 に描 く時,ハ

ーキ ュ リーズの戦 いぶ りは果 して読者 の 目にヘ ラ ク レス の よ うに勇敢 に写 るであ ろ うか。

猛犬 とはい え犬 をや っつけ たハ ーキ ュ リーズ と,ラ イ オンを退治 した ヘラ ク レス との間 に

は雲泥 の差 が あ ることは否定 で きない。 そ して,そ の戦 闘ぶ りも伏 儒が必死 にな って剣 を

振 り回 し,息 を はず ませ なが ら,や っ との思 いで犬 を しとめ た とい う印象 が強 く,意 気 揚

々 と犬 の上 に立 ってい るそ の姿 は,勇 者 の姿 とは言 い難 く,滑 稽 さが前面 に押 し出され 笑

(8)

いを禁 じ得 ない のであ る。 この場 面は,ヘ ラ クレスを暗示 す る巧 みな対照 に よって,ハ ー

キ ュ リー ズの滑稽 さが よ り一層 際だつ とい う効果 を果 た して い ると言 え よ う。

次に,Huxleyは ハ ーキ ュ リー ズの肉体 的欠陥,即 ち1儒 とい う姿が,ハ ーキ ュ リーズ

に とって唯 一最大 の弱点で あ ることを暴露 してい る。 ハ ーキ ュ リーズは,肉 体 的 には小 さ

いがそ の分 だけ精神活 動に おいては普通 の人間 よ りも優 れて い る,と ひそか に 自負 してい

る。 そ して実 際,文 学 に精通 し音楽を愛 し詩 作に も長 じる とい った,い わゆ る貴族 として

の教養 を充 分に身につ けて い る。従 って彼 は,自 分 にふ さわ しい女 性は,美 人 でそ の上 家
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柄 も良 くとい う長所 を もって なければ な らな い と考tて い るので あ る。 しか し,ハ ーキ ュ

リーズの思 い通 りに はいか ない とい う事 を,Huxleyは 見 抜 いてい る。 例 えば,ハ ーキ ュ

リーズにはそ の容姿が原 因で,あ る女性 か ら冷た くあ し らわれ た とい う過去 が あ る・ ハー

キ ュ リー ズに とって屈 辱 ともい えるそ の 出来 事 をHuxleyは,鋭 く調刺 してい る。

.hisdeformityhadbeenasourceofthemostbitterhumiliation,for,

havingoncedaredtodeclarehimselftoayoungladyofhischoice,hehad

beenreceivedwithlaughter.Onhispersisting,shehadpickedhimupand

shakenhimlikeanimportunatechild,tellinghimtorunawayandplague

hernomore.(C-Y,p.70)

あ るい は,ハ ーキ ュ リーズの結婚相手 として紹介 された娘 たち を,今 度 は反 対 に,ハ ーキ

ュ リー ズが彼女 たち の容貌や 容姿 を理 由に して難 色を示 し,断 ったい きさつを述べ,ハ ー

キ ュ リー ズの身 の程知 らず さを,暗 に批 難 してい るので あ る。 ハ ーキ ュ リーズの奇 形 は,

一 生彼 につ ぎま とい 消す ことので きない もので あ る事 を,Huxleyは 明確 に してい ると言

える。

さて こ こで,そ の肌 の色を椰楡 の対 象に され てい るOthelloの 場合 を 考 え るのは 不適

当では ない と思 われ る。彼 の肌 の色 に関 しては次 の事 が一・応考 え られ る。黒 人 とい う言葉

の響 きには,ど こか元 は奴隷 で後に解放 され た もの とい う感が あ るが,ム ーア人Othello

の場 合 は,現 代 の我 々の眼に写 るi,,.人(ニ グロ)と はか な り意味 あいが 異 って い る。従 っ

て,現 代 の ニ グロ との同一視 は早 計であ る。 とは いえ,Othelloと 白人 女性 の組 合せ とい
(9)

う設定,及 びIagoがOthelloの 事 を,"blackrum","blackOthello"と 郷 楡 し て い

る事 を無 視す る訳 にはいか ない よ うに思 われ る。Othelloと い う男は,若 い時か ら戦 い に

明け暮 れ手柄 を立 て る ことしか頭 にない,決 断 と実 行 を尊 ぶ武 人 としての資 質を十分 に備

えた武将 で あ る。そ のOthelloの 堂 々 とした武 人ぶ りは,た とえIagoに よって 椰 楡 さ

れ,淫 らな イメー ジで語 られ よ うとも,読 者 に彼 の肌 の色 をす っか り忘れ させて しま うの

で あ る。Othelloの 肌 が黒 いのは紛れ もな い事 実 であ るが,そ れ を越 え るだけ の尊 厳 さ,

偉 大 さをOthelloが 有 して い る事 もまた事実 で あ る。 一方 ハーキ ュ リー ズに 対 して は・

Huxleyは 既 に述べ た よ うに,そ の肉体上 の欠陥 を打 ち消すだ けの ものは何一一つ与 えては

いない。 む しろそ の弱点 を 暴露 して い る と言え る。

一時 は絶望 か と も思 われ た結婚 に関 して,や っ との思 いで 自分 の身分 にみ あ った株 儒 の

女 性 を見つ け,平 穏 で幸せ な結婚 生活 を送 って いた ハー キ ュ リーズに,苦 悩 の影 が さ し始

め るので あ る。 それは二 人 の間 に 出来た子供Ferdinandoが 普通 の 人 間 の 大 きさに な り

そ うな気 配を示 した時 か らであ る。 まず,3才 の誕 生 日を迎 えた息子 が,そ の身 長 におい
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て 母 を 凌 ぎ 父 に わ ず か2イ ソチ と 迫 った 時,ハ ー キ ュ リー ズ は 日 記 に"Ferdinandois

notoneofus"(c-Y,P.73)と 記 録 し,恐 れ て い た こ とが 現 実 に な った の を 認 め ざ るを

得 なか った 。 そ して,息 子 の連 れ て 来 た犬 の事 件(C-Y,p.74)以 来,ハ ー キ ュ リー ズ と

妻 の幸 せ な 生 活 は崩 壊 へ の道 を た ど り始 め る ので あ る。 特 に,友 人 と共 に帰 国 した 息 子 の

家 の中 で の 乱 暴 狼 籍 ぶ りや,條 儒 の 執 事 に酔 っぱ ら うまで 酒 を飲 ませ,食 卓 の上 で 踊 らせ,

そ の 滑 稽 な 姿 に打 ち興 ず る彼 らの 喚 笑 と罵 声 を見 聞 きす る ハ ー キ ュ リー ズ の 姿 は,実 に あ

わ れ で い た ま しい。 翌 日に なれ ば 今 度 は,自 分 と妻 が 愚 弄 され る番 だ と知 り,妻 の"Ido

notwanttoseetomorrow"(ひY,p.76)と い う言 葉 を 聞 き ハ ー キ ュ リー ズは,つ い に

死 を 決 意 す る。 この よ うに,幸 福へ の第 一 歩 に み え た 結 婚 が,実 は 苦 しみ と絶 望 へ の 第一

歩 で あ っ た 事 をHuxleyは 示 して い るの で あ る。

ハ ー キ ュ リー ズ の 苦悩 ぶ りを,調 糊家Huxleyの 眼 は 冷 静 か つ 皮 肉 に と ら>Z ..てい く。

まず,家 の 中 で の大 騒 ぎぶ りと執 事 が 翻 弄 され る様 子 を そ っ とみ る ハ ー キ ュ リー ズ の姿 を,

Huxleyは,``Standingontiptoe,he〔SirHercules〕managedtolookthroughthe

keyhole"(C-Y,p.76)と 描 写 して い る。 ・・一 キ ュ リー ズ が 騒 ぎ の 様 子 を 見 る た め に は,

つ ま先 立 ち し なけ れ ば 鍵 穴 に背 が と どか な い 事 をHuxleyは 鋭 く見 抜 き 指 摘 す る こ と を

忘 れ て は い な い の で あ る。 さ らに,ハ ー キ ュ リー ズ の 苦 悩 に と どめ を さ す か の よ う に,

"Thiswasthee
nd;therewasnoplaceforhimnowintheworld,noplacefor

himandFerdinandotogether"(C-Y,p.77)と 彼 が す っ か り 周 囲 か ら孤 立 して し ま っ

た 事 を 冷 静 に観 察 して い る。 ハ ー キ ュ リー ズ の 苦悩 と絶 望 が 徐 々 に あ か され て い くに つ れ

て,読 者 は 全 て 自分 の体 に合 わ せ て造 りか え た ハ ー キ ュ リー ズ の家 屋 敷,言 い換 え れ ば,

彼 だ け の世 界 の事 をHuxleyが"paradise"(C-Y,p.70)と 呼 ん で い た 事 を思 い 出 し,

こ の"paradise"と い う言 葉 の背 後 にHuxleyの 痛 烈 な皮 肉が 潜 ん で い る事 に 気 が 付 く

の で あ る。

ま た,死 を 決 意 した ハ ー キ ュ リー ズ に対 してHuxleyは,も う一 度 打 撃 を与 え て い る。

そ れ は,ハ ー キ ュ リー ズが,ロ ー マ の歴 史 家 ス エ トー ニア ス の 「十 二 人 の ロー マ 皇 帝 伝 」

を 取 り出す 場 面(C,-Y,p.77)で あ る。 パ ラパ ラ と"atrandom"(C-Y,p.77)に ペ ー ジ

を繰 っ て い る ハ ー キ ュ リー ズ の 目に 突 然 飛 び こ んで きた 記 述 は,",..dwarfs....

heholdinabhoranceasbeinglusus/zα'z6r紹andofevilomen"(C-Y,P.77)と い うも

の で あ っ た。 そ の時 の ハ ーキ ュ リー ズ の様 子 をHuxleyは"He〔SirHercules〕winced

asthoughhehadbeenstuck"(C--Y,p.77)と 観 察 して い る。 ハ ー キ ュ リー ズ は 何 気

な く,ペ ー ジを 開 け た に す ぎ な い の で あ る。 愛 す る妻 に も致 死 量 に相 当 す る睡 眠 薬 を与 え,

自 ら も死 の 直 前 に あ る ハ ー キ ュ リー ズ に と って,そ の 死 の 原 因 とな った 肉体 的 欠 陥 を示 す

"d
warf"と い う言 葉 は,胸 に ぐさ り とっ き さ さ る に充 分 な 強 烈 な一 撃 で あ っ た に違 い な い 。

英 雄 的 最 期 を 望 ん だ ハ ー キ ュ リー ズ を,Huxleyは 鋭 く調 刺 して い る。 ハ ー キSリ ー ズ
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は,自 殺 して果て た ローマ の政治 家セ ネ カ,同 じ く動脈 を切 断 して 自殺 した ネ ロ皇帝 の側

近 ペ トロニウス ら古代 の英雄 た ちの死 の様子 を本 で調べ た後,死 を 目前 に した 日記 の中 に

自分 の最 後を"He〔SirHercules〕diedaRomandeath"(C-Y,P.78)と 記 して い る。
　ゆ

この"Romandeath"は 英 雄的死,自 殺を暗示 して いる。 ギ リシア 神話 の 最 大 の 英雄 ヘ

ラ クレス と名前 を共有す るハーキ ュ リーズは,英 雄 のよ うにそ の生涯 を終 る ことを望ん で

いた と解釈 で きる。 ここで我 々は,ハ ーキ ュ リーズがかつ て作 った 詩を思い 出す。 そ の詩

に よる と,人 類は頭がか らっぽで 身体 ばか りが大 きい 巨人 の時期か ら,現 代 の人間 にな り,

さ らに頭脳 の面 におい ては現代 よ りも優 れて い るが身体 は小 さい株儒 の時期へ と移 ってい

くとい うのであ る。従 って徐 儒で あ るハ ーキ ュ リーズは,そ の進 化 の過程 を数歩先 ん じた

存在 で ある と,條 儒 の"superiority"(C-Y,p.73)に 対 して,絶 対 的 自信を もっていた

のであ る。 ところが,Huxleyは"Romandeath"を 望み`'superiority"を 誇 ってい る

ハーキ ュリー ズをあ ざ笑 うかの よ うに,彼 の最期 の様 子を 次の よ うに描写 して いる。

Thebloodoozedout,floatingthroughthewaterindissolvingwreathsand

spirals.Inalittlewhilethewholebathwastingedwithpink.Thecolor

deepened;SirHerculesfelthimselfmasteredbyaninvincibledrowsiness;

hewassinkingfromvaguedreamtodream.Soonhewassoundasleep.There

・7..Q」CLSnotmuchbloodZ71his∫7,zα 〃bodッ.(italicsmine.C-y,p.78)

こ こで,Oedipusが 両 目に刃 を突 きさす場面 を思 い起 こす必要 があ る。LewisCampbelI

の英訳 に よる と,Oedipusが 自らの 目を突 く場 面 は次 のよ うに描 写 され てい る。

Thebleedingpupilsmoistenedallhisbeard,

Norstintedthedarkflood,butallatonce
(11)

Theruddyhailpoureddowninplenteousshower.

この恐 ろ し く生 々しい場面 まで くると,読 者 は真実 を知 り繁 栄 と権力 か ら突然 破壊 と恥辱

に投げ込 まれ たOedipusに 対 して,深 い 同情 と強い憐欄 の情 を感 じないで はい られない。

一方
,ハ ーキ ュ リー ズの 自殺 の 場面 に 関 しては,最 後 の"Therewasnotmuchblood

　　　ラ

inhissmallbody"と い う一文 がなければ,一 一応 父親 としての 義 務を 息 子 とそ の友 だち

に果 た し屈辱 に耐 え,ポ ロニウスの古事 を真似 て手 首を切 る とい う方 法で死を選 び,っ い

に力つ きて倒 れた英雄 として の姿が読者 の胸 に焼 きついたか もしれな い。 しか し,最 後 の

一・文 は ,生 き恥 を さ らす こ とな く英雄 らし く断 固 として死 を選 んだ ハーキ ュ リーズが,小

さな肉体を もった人間,即 ち,條 儒 であ る事を読者 の胸 に残す効 果を果た し,同 時 に滑稽
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さを も強調 してい る と言 え る。Huxleyは,ハ ーキ ュ リー ズ の 望 んだ"Romandeath"

及び,彼 の誇 ってい た"superiority"の 二つ を 共 に 見事 に 否定 し,ハ ーキ ュ リー ズを悲

劇 の英 雄 にはせず,椰 楡 の対象 と して扱 ってい るのであ る。

以上 か ら,Huxleyは,そ の鋭 い洞 察力で注 意深 く刻 明では あ るが,淡 々 と筆 を進 め極

め て冷 た く突 き放 した態度 を とってい る事,「 死 」 とい うものに 対 して 人 間的感情 を あ ま

り感 じさせず,非 常 に醒 めた眼 でみつ めて い る事 の二点が 言 えるので あ る。

次 に,BraveNewWorldを 取 り上げ,異 端者 で あ り次第 に孤立 して い ったJohnに

焦点 をあて る事 にす る。 彼 は,第7章 に なって 始 め て 登場 す るが,$raveNewWorld

におい て彼 の果 た してい る役 割は非常 に重 要で あ る。Johnの 人 生態度,言 葉,愛,そ し

て死 の態 度は,非 常 に英雄 らし く見 えるが,BraveNewWorldに おけ る彼 の立場 は悲

劇 の英 雄 とは言い難 い のであ る。従 ってr刺 小 説BraveNewWorldに 対す るHuxley

の態度 を明確 にす るため には,Johnを 議 論 の対 象 にす る事 は,極 め て適切 であ る と考 え

られ る。Johnは,「 野蛮人保 護地域 」か ら 「新世 界 ・ロン ドン」 にや って来 た ことが,自

分 の苦 しみ の始 ま りであ る事 に気 が付 い ていな い。Bernardか ら,ロ ン ドソ行 きを 誘 わ

れた時 のJohnの 反応 は次 の よ うに描 かれ てい る。

Theyoungman'sfacelitup."Doyoureallymeanit?"

."Tothinkitshouldbecomingtrue‐whatI'vedreamtofallmy

(13)

life."hiseyesshone,hisfacewasbrightlyflushed.(B-1V-W,p.113)

彼 は 長年 の 夢がか ない,有 頂 天 に な りす っか り興 奮 してい る。 ところで,RichardB.

Sewallは,TheVisionof'Tragedyの 中で,悲 劇 の英雄 の歩 む道 の一 つ は苦悩 の道 で

あ り,そ の苦悩 は あ る行 動 を起 こす こ とに よって始 ま り,さ らに この行動 は選 択 によ る と
114)

主張 して い る。従 って,選 択 しなければ 苦悩 は始 ま らない訳 で ある。Sewal1は,ま た,

悲劇 の英雄 とはあ る意 味で 自分 の して い る事 が間違 って い る と知 ってい なが らも行動 し,
(15}

そ して苦 しむ もので あ るとも述 べて い る。Johnの 場合 は無 理や りロソ ドソに連 れて こら

れ たので はな く,彼 自身 の意志 でゃ って来た事 は 明白で あ る。 しか しな が ら,彼 は少 しも

ため ら うことな くその 申 し出 を受 諾 し,ロ ソ ドソ行 きが苦悩 へ の道 にな ろ うとは夢 に も思

って いない ので あ る。 この事 は彼 の喜 びぶ りか らも容易 に判 断で きる。彼 の この選 択が彼

の苦悩 の始 ま りで あ る事 を知 ってい る読者 には,こ のJohnの は しゃぎ,喜 ぶ姿 は 滑稽

に写 るので あ る。

JohnのLeninaに 対 す るひたむ きさは,Huxleyに とって調刺 の対象 にな ってい る。

悲 劇 の英雄 とは,あ る意味 で 自分 の してい る事 が間違 いだ と知 りつつ も 目的 を一 貫 して追
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116)

求 し行 きつ くところ までい った人物 であ る。例 えば,自 分 の過 去を最後 まで突 き とめ よ う

と決心 しそ の 目的 に向 って 一一直線 にっ き進 んでい ったOedipusや,一 度 疑い 出 した らと

こ とん妻 を疑 ってい.ったOthelloと い った英雄 の中に,あ る意 味でのひ たむ きさを 見 る

ので あ る。 そ して,そ の 目的 に到達 した後 の 苫しみ に耐え る姿に読老 は胸 を打 たれ る・悲

劇 の英 雄 の もってい る資 質の一 つが ひたむ き さ で あ る こ とを 念 頭 に お い て,Johnの

Leninaに 対 す る行動 を見 る時,彼 女への愛 にはひたむ きさがあ る ことは否定で ぎない・

Johnは,「 野 蛮人 保護地域 」で始 めてLeninaを 見 て以来,そ の美 しさにひかれ彼女 が

結婚 してい ない事 を知 る と単純 に喜び,ロ ソ ドソ行 ぎ を 決 めてい る。 ロ ソ ドソ に 来 て

Johnの 彼女 に対 す る思 いは ます ますつ の り,彼 女 をJulietやDesdemonaと い った 貞

淑 な女性 にた とえ理想化 してい る。 このJohnの 態度は実 に一途 で あ ると言 える。 しか し

なが ら皮 肉な事 に,新 世界 の住人 であ るLeninaに はJohnの ひ たむ きさは 全 く理解 で

きない のであ る。 例 えば,新 世界流 のや り方でJohnを 誘惑 す るLeninaに 接 した時・

Johnは 彼女 に向 って"Damnedwhore...getoutofmysightorl'llkillyou"

(B-N-W,P.154)と お こって叫ぶ のであ るが,Leninaに は この"whore"と い う言葉 の

意 味は もとよ り,何 故Johnが それ ほ ど激 し く気狂い の よ うにわめ き散 らし て い る の か

が全 く分 か らない とい った 区合 であ る。 新 世界 に おけ るJohnの ひたむ きさをHuxley

は,滑 稽な程場 違いで あ り不適 切な もの と して描 いてい る。Johnは 悲劇 の英雄 の資質 の

一つ であ るひたむ きさを有 しては い るが ,新 世 界の 女性Leninaの 前 で は 滑稽 な 道化 で

しか ない ことをHuxleyは 読 者 に暴露 してい る。
くエれ

Johnは 孤 立へ の道 を歩 ん でい るが,悲 劇 の英 雄には な り得 ない。 新世 界に 来て以来数

hの 異常 な経験 を積んだJohnは,母 親の死 とい う彼 に とって最大 の悲 しみに 直 面 し て

い る。 ここか ら彼 の苦 しみ,孤 独が始 まってい る。母 親 の最 後をみ とどけた後,病 院の庭

で頼 る人 もな く独 り黙 って座 り,母 の思 い出にふ け るJohnの 姿,母 親 を騒 々 しい 人h

の嫌悪 と嘲笑 の中 で死 なせ て しまった事 を悲 しむ姿,さ らに彼 女の この よ うな最期 は新世

界 に連 れて 来た 自分 の責任 だ と後悔 してい る様子 には,孤 独 の影 がつ きま とって いる・ そ

してJohnは 結果的 に母の 命を縮 めたのは ソーマ とい う薬 だ とい う事 を 改 めて 認 識 し,

新 世界の人 」tにソーマを手 に しない よ うに と教え る ことが 自分 の使 命だ と考 え,立 ち上 る

のであ る。 ソーマ配給の 日,薬 を求 めて騒 ぐ新i{L界 の人hに 対 して,Johnは ソーマに頼

らない よ うに説得を試み てい る。

"Li
sten,Ibegyou,"criedtheSavage〔John〕earnestly・``Lendmeyour

ears.."".Don'ttakethathorriblestuff.It'spoison,it'spoison.."

"P
oisontosoulaswellasbody."

"Tr
rowitallaway,thathorriblepoison."
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"Icometob
ringyoufreedom,"saidtheSavage.{B-N-W,p.167)

Johnは,ソ ーマを 止め させ よ うと一人 で必死 にな って力 の及ぶ限 り戦 って い る。 しか し

人 々は彼 を全 く無 視 してい る。そ こでJohnは 今度 は,た っ た 一 人 で 総 統Mustapha

Mondと 対 決 しよ うとす る。苦 しみ,恐 れ,怒 りとい った諸 感情 は 全 て ソーマが 解 決 し

て くれ る事を誇 りに思 ってい る総統 に対 して,"1'mclaimingtherighttobeunhapPy"

(13-2V-W,P.187)と,恐 れ,苦 しみ とい ったあ らゆる感 情を望む と宣言す るJohnの 態

度に は,世 間 を敵 に回す ことも,い とわない とい った気㎎が 窺われ る。Johnは,周 囲 と

の連帯 を失 い ます ます 孤 立 してい く。 しか し,二 人 の意 見が全 くか み合 わ ない事 を悟 った

Johnの 次に とった行動 は,も はや戦 うことでは な く,新 世 界か らどこかに行 って しま う

ことで あった。悲 劇 の英 雄 とは何 時幾 何 なる時 で も,た とえ周 囲か ら孤 立 し よ うとも決 し

て諦めない もので ある。悲劇 の英雄 は妥協,諦 め とい った ものを一切拒 否す る。妥協 した

り諦めた りした瞬間 に英 雄 としての資格 を失 うので あ る。従 って,Johnは 総統 との対決

後 ロン ドンを離 れ郊外 に居 を移そ うとした時点 において,悲 劇 の英雄 の位 置か ら一歩遠 の

いた と言 える。
ua

Johnの ロン ドソ郊外 での生 活 とそれ に続 く自殺 は,逃 避 であ る と考 え られ る。悲劇 の

英雄 とは 目的に 向って一 直線 につ き進 んでい く人物 をい うので あ り,Sewal1に よる と,
use

悲 劇の英雄以 外 の人間 とい うのは受動 的 に とどまるか,逃 避す る ものな のであ る。 ここで,

Johnの 最 後の行動 を見 ると新 世界 の考 えを受 け入れ てそ こに とどま り生 きてい く意志 の

ない ことは明白であ る。 しか し,新 世界 を向 こ うに 回 して,敢 然 と戦 いを挑 む 気 もち が

ない こ とも,ま た明 らかで あ る。 そ こで彼 は,新 世界を離れ ロン ドン郊 外に行 き,文 明

に汚 された身 を浄化 しよ うと自 らの体 に鞭打 ってい る。Leninaに 対す る煩 悩 に苦 しみ,

そ のお もかげ をふ り払 お うと激 し く鞭 打つJohnの 姿は実 にいた ま しい限 りで あ る。 そ

のJohnを さ らに追 いつ め る出来事 が起 きる。 即 ち,彼 の 鞭 打ち の 光景 をみ よ うと新世

界 の人 々が集 まって きた ので あ る。 はや したてなが らJohnの 鞭打つ姿 を見物す る人 々の

無遠 慮 な態度 と好奇 の 目は,Johnを 絶望 に一歩近づ け るので ある。 そ して,と うと うソ

ーマ のガスを吹わ され 眠 ってい る間 に さえ も,も はや誘 惑者 の悪魔 に しか見 えないはず の

Leninaの 官能 的 な夢 をみて しまったJohnは,文 明の地 を離れ原始 的な生活 を始 め て も,

一 たん入 りこん だ文 明 の毒 は容易 に体 か ら脱け ない事 を知 り,愕 然 とし激 しい 自己嫌悪 に
⑳

襲われ る。 もはや彼には,こ れらに耐えるだけの強靱さはない。彼に残 された道は唯一つ

死だけであった。彼は耐}切 れな くな り絶望的な気持ちか ら死を選んだ と言える。

Johnは 悲劇の英雄の諸要素を有 し英雄の如 く行動 しているが,結 果 として悲劇の英雄

にはなっていない。英雄 とは普通の人間か ら見ると,多 少の差はあるにせ よ気狂いのよう

に見えるものである。いわゆる常規を逸 している訳である。常規 とは,社 会あるいは個人
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に とって最 も安全 とされ てい る道 の ことであ る。Johnは 安定 と幸福 が信条 の新世界 に と

どまる事 を拒 否 し,ロ ン ドソ郊外で の原始 の生活 に戻 り,鞭 打ち とい う体 をいた めつ け る

方法 を とってい る。 この事 ぱ,回 りの人 間か ら見れ ば気狂 い としか思 われ なか ったのであ

る。従 って彼 が悲 劇 の英雄 に見 え るの も無理か らぬ事 であろ う。 しか し なが ら,Lenina

に対 す る場違 いなひたむ きさは滑稽 であ るし,あ っさ りと文 明相 手 の戦 いを止め る彼 には

失望 を禁 じ得 ない。 そ して最後 に死 を選 んだJohnの 中 には,力 の 限 り戦 い,い きつ く

ところ まで行 ってつ いに倒れ た とい う悲劇 の英雄 の姿 はな いのであ る。 さ らに作品 の終わ

りで主 人公が敗北 多 くの場 合 は主人 公 の死 を意 味す る一 す る とい うのは,悲 劇,調

刺文学 に共通 の ものであ るが,異 る ところは悲劇 において はその敗北 の中に何かを見 い出
(2I)

す とい うこ とで あ ると言われ てい るが,死 の直前Johnを 襲 った ものは 激 しい 自己嫌悪

以外 の何 もので もなか った ので あ る。HuxleyはJohnに 死 の直前何 かを得 させ は しなか

czz)

った のであ る。HuxleyはJohnを 悲 劇 の英雄 として死 なせ なか っ た と言 え るので あ る。

以上見 て きた こ とか ら,Huxleyの 作 品が悲劇 ではな く調 刺の分野 に属す る ことは,明

白に なった と考 え られ る。Sewallは,悲 劇 において全 ての人は苦悩す る人物 と同 じよ う
(23)

に感 じなければな らない と述べ てい る。人間 は誰 もが悲劇 の主人公 にな る 可 能 性 を 内 に

秘 めてい ると言 えよ う。 故 に悲 劇 に接す ると,読 者 はそ の 主 人公に 共感,同 化融 合 し,

苦 悩す る主 人公 に対 して深い悲 しみ と憐欄 の情 を感 じず にはい られ ない の で あ る。 一 方

Huxleyの 読者 は,彼 の描 く主人公 ハーキ ュ リーズやJohnの 苦 しみ を読者 自身

の苦 しみ として感 じることは ない。Huxleyの ハーキ ュリー ズやJohnの 描写 は ,我 々に

我 々が悲劇 の時 に感 じる よ うな感情 を呼びお こさない。我 々は,悲 劇 の時に感 じる共感,

憐欄 の情 とは異質 の もの,即 ち滑稽 さを 強 く感 じるのであ る。 それ はHuxleyの 冷静で

突 き放 した姿勢 に よる と言え る。一段 上,あ るいは一・歩退 いた ところか ら眺め る態 度で あ

る・ 苦 しみ そ して絶望 の内に死 んで い く主人公 を描 く時 で さえ,そ の態度 は変 わ らず 誠刺

の筆 は衰 えていない・Huxleyの 描 く主 人公 の行動 は読者 に とって ,他 人事 の よ うに写 る。

従 って読者 はHuxleyのf1F品 に接 した時,主 人公 を取 り巻 く出来事は 隣 りの人に 起 こる

か もしれ ない出来 事で あ るこ とは認 めて も,決 して読 者 自身 の身 の上 にはふ りかか って こ

ない と考 えるのであ る。 即 ち,読 者 とHuxleyの 主人 公 との間 には 距 離感が存在 してい

ると考 え られ る・先 のSewallは 偉大 な悲 劇作品 には作家 自身が作品 に参加 して い る感,

　
い わゆ る直接性 があ る と述 べてい るが,Huxleyの 場 合 は,彼 のそ の冷 静な観察力 を考 え

る と直 接 吐 とい うよ りもむ しろ,間 接性,言 い換 えれ ば,傍 観者 として の立場 を とってい

る と言 える・Huxleyの 作品が課 籍1」f乍品 と言 われてい る理 由 も実は ,こ の傍観者 としての

立場 ㌧こよるので あ る・ この態 度 こそが,彼 の作品 を鋭 い調 刺にあふれた作 品 と言わ しめ,

彼 の課刺作家 としての地位 を不動 の ものに した のであ る。
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NOTES

(1)PeterFichowは,AldousHuxleySatiristandNovelist(Minneapolis:Universityof

MinnesotaPress,1972),P.4の 序 文 の 中 で,こ れ ま でAldousHuxleyを,調 刺 作 家 と し て 見

な か っ た 批 評 家 は,ほ と ん ど い な い と述 べ て い る 。

(2)"SirHercules"と い うの は,Huxley初 期 の 作 品Cr・meYellow中 のepisodeで あ る が,後

に 短 編 集 の 中 に"TheDwarfs"と い うタ イ トル で 独 立 し た 一 つ の 短 編 と し て 収 め ら れ て お り,

CromeYellowと は 無 関 係 に 読 む こ とが 可 能 で あ る 。 従 っ て,本 稿 に お い て 一 短 編 と し て 取 り

扱 う こ と に す る 。

(3)KeithMayは,AldousHuxley(London:PaulElekBooks.Ltd.,1972),P.28に お い て,

CromeYellowの 特 色 の 一 つ は,ア イ ロ ニ ー で あ り,そ の 好 例 と言 え る の が ハ ー キ ュ リー ズ の

物 語 で あ る と指 摘 し て い る 。

(4)ギ リシ ア 神 話 に 登 場 す るHercules(ヘ ラ ク レ ス)と,短 編 の 主 人 公Hercules(ハ ー キ ュ リー ズ)

と の 混 同 を 避 け る た め,以 下 カ タ カ ナ で 示 す こ とに す る 。

(5)上 田 勤 氏 は,「 ハ ッ ク ス レ イ 研 究 」(東 京,英 宝 社,1954)の 中 で,主 人 公 ハ ー キ ュ リ ー ズ に ギ リ

シ ア 神 話 の 英 雄 の 名 を 付 け た 事 に 関 し て,Huxleyが ハ ー キ ュ リ ー ズ を か な り滑 稽 な も の に 感 じ

て い る こ と の 一 例 で あ る,と 指 摘 し て お ら れ る 。

(6)AldousHuxley,CromeYe〃oω(Harmondsworth:PenguineBooks,1974),p,67.以 下,

CromeYellowの テ キ ス トか ら の 引 用 は,本 文 中 及 び 注 の()に,C-Yの 略 号 と共 に そ の ペ

ー ジ 数 を 示 して お く こ と に す る 。

(7)Huxleyは ハ ー キ ュ リー ズ の 体 形 に つ い て 次 の よ う に も描 写 し て い る 。"Hishead....was

toobigforhisbody."(C-Y,p.67)

(8)RobertC。Elliottは,ThePowerofSatireMagic,Ritual,Art(Princeton,NewJersey:

PrincetonUniv.Press,1972),P.226に お い て,WyndhamLewisのsatireに つ い て の 理 論 を,

次 の よ うに 紹 介 し て い る 。"Themediumofsatireislaughter....abitter,cold,tragic

laughterinaccordwithsatire'scrueltyanditsdestructivness.."

(9)WilliamShakespeare,Othelloed.M.R.Ridley(London:Methuen&Co,Ltd.,1979),Act

I,Scenei,line89,andActIII,Sceneiii,Line29.

(10)AddeVries,DictionaryofSymbolsandImagery(Tokyo:TaishukanPublishingCompany,

1984,p.531.

(11)Sophocles,KingOedipustranslatedbyLewisCampbell(Tokyo:TsurumiShoten,1971),

p.55.

(12)こ の 一 文 が,Huxleyの'a刺 が 如 実 に 示 さ れ て い る箇 所 で あ る 事 は,何 人 か の 批 評 家 の 指 摘 す る

と こ ろ で あ る 。

α3)AldousHuxley,BraveN6ωWorld(Harmondsworth:PenguineBooks,1976),p.113.以

下,BraveNewWorldの テ キ ス トか ら の 引 用 は,本 文 中 の()にB-1V-Wの 略 号 と共 に

そ の ペ ー ジ 数 を 示 し て お く こ と に す る 。

ωRichardB.Sewall,TheVisionofTragedy(NewHavenandLondon:YaleUniversity

Press,1980),p.47.

(15)RichardB.Sewall,p.47.

(16)RichardB.Sewall,p.47.

㈲ 富 原 芳 彰 氏 は,「 悲 劇 の 諸 相 」(英 語 青 年117巻 第6号)の 中 で,悲 劇 の 主 人 公 は 孤 立 へ の 道 を そ

の 必 然 の 道 と して 歩 む も の で あ る,と 述 べ て お ら れ る 。

(187LaurenceBranderは,AldousHuxleyACriticalStudy(London:RupertHart-Davis,

1969),p.66の 中 で,J・hnの 自殺 を"eseape・fthecreature"と 述 べ て い る 。
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(19)

(20)

(21)

(22)

(23)

X24)

AldousHuxleyに お け る 悲 劇 と 調 刺

RichardB.Sewall,p.47.

RichardB.Sewall,p.47.

LeonardFeinbergは,Introductionto5α 々rピ(Ames
,Iowa;TheIowaStateUniversity

Press,1967),P.59の 中 で,次 の よ う に 述 べ て い る 。"Tragedy,likesatire,endintheprota-

gonist'sdefeatbuttriestoimplythatsomehowaninspirationalvaluecanbefoundinhis

failure".

KeithMayは,AldousHuxley(注3参 照),P.116の 中 で 次 の よ う に 述 べ て い る 。"lnthe

lastchapterofBrα 宅,βN8駅,WorldHuxleyhastiltedthescalesawayfromthesideof

tragedywithoutpushingthemdownonthesideofcomedy."

RichardB.Sewall,p.6.

RichardB.Sewall.p.5.
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